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東日本大震災から４カ月
安全・安心の確保
防災対策の強化へ
能登の里山里海が“国内初”の
世界農業遺産に認定

女優
羽田美智子さん
インタビュー



  

１
日
も
早
い
復
旧・
復
興
へ

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
派
遣

　

石
川
県
で
は
、
被
災
地
の
復
旧
を
後

押
し
す
る
た
め
、
地
震
発
生
直
後
か
ら

医
師
、
保
健
師
、
警
察
官
、
消
防
士
な
ど

延
べ
２
千
人
以
上
の
専
門
家
を
継
続
的

に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
４
年
前
の
能
登
半
島
地
震

の
経
験
を
生
か
し
て
、県
や
輪
島
市
、穴

水
町
な
ど
の
県
内
自
治
体
の
事
務
職
員

が
被
災
地
の
役
場
で
被
災
者
の
生
活
再

建
に
必
要
な
給
付
金
の
支
給
業
務
や

罹り
さ
い災

証
明
書
の
発
行
業
務
に
携
わ
っ
て

い
る
ほ
か
、
土
木
技
術
職
員
が
道
路
や

下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

民
間
の
支
援
活
動
も
活
発
で
す
。

毎
週
金
曜
に
県
庁
を
出
発
す
る
50

人
前
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
は
、
宮

城
県
石
巻
市
で
被
災
家
屋
の
が
れ

き
や
泥
の
撤
去
な
ど
に
汗
を
流
し

て
お
り
、
6
月
末
ま
で
に
４
４
６
人

の
方
が
被
災
地
で
支
援
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

県
民
や
県
内
企
業
な
ど
か
ら
約

15
億
円
の
災
害
義
援
金
も
寄
せ
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
に
11
億
5
千
万
円
を

被
害
規
模
に
応
じ
て
岩
手
県
、
宮
城

県
、福
島
県
、茨
城
県
、千
葉
県
に
送

金
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
石
川
県
と

環
境
面
で
交
流
を
続
け
る
ド
イ
ツ
・

ハ
ム
市
か
ら
は
楽
器
や
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ

カ
セ
な
ど
の
寄
贈
が
あ
り
、
県
を
通

し
て
宮
城
県
名
取
市
の
小
中
学
校

に
届
け
ま
し
た
。

▲ 4月30日、谷本知事は宮城県副知事に災害義援金の目録を渡し、
息の長い支援を約束

被災地での支援活動にあたった金沢市在住の木下さんと
県財政課の岡本さんにお話を聞きました。

特  集

◉ 被災者の言葉に勇気

　地震から2
カ月後に被災
地に入ったの
ですが、崩れ
た住宅や横に
なった車など、
今も残る震災

のつめ跡に驚きました。そんな中にあって
も、出会った被災者の皆さんからは、「ご
苦労さま」と声をかけていただきました。
ボランティアに取り組む上で、とてもうれし
かったですし、励みになりましたね。

県民ボランティア  木下 千鶴さん

◉ 自治体間のさらなる協力を

　宮城県名取
市で、被災者
への給付金の
支給業務など
を担当しまし
た。現地入り
した震災1カ

月後も業務は手つかずでしたが、石川県
の市町職員の働きもあり、その後の手続
きは速やかに進みました。被災者であり
ながら災害対応を迫られる現地職員の姿
を目にし、自治体間の一層の応援体制整
備の必要性を感じました。

県財政課  岡本 憲司さん

インタ
ビュー

東日本

   

石
川
県
へ
の
避
難
世
帯
に

   

き
め
細
か
な
支
援

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、石
川
県
へ
避

難
さ
れ
て
き
た
約
６
０
０
人
の
方
に
対

し
、県
や
市
町
な
ど
の
生
活
支
援
情
報
を

ま
と
め
た
「
生
活
の
手
引
き
」
を
作
成
す

る
な
ど
、き
め
細
か
な
支
援
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
少
し

で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、県
営
住

宅
や
市
営
住
宅
な
ど
を
無
償
で
貸
し
出

し
て
い
る
ほ
か
、個
人
が
所
有
す
る
空
き

家
の
情
報
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、避
難
者
の
方
々
を
優
先
し
て

雇
用
す
る
場
の
提
供
や
、県
内
に
転
入
し

て
き
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
も
行
っ

て
い
き
ま
す
。
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防災 対策の強化へ
安全
防災

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
４

カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
日
本
の
観
測
史
上
最
大
と

な
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
、
大
津
波
が
も

た
ら
し
た
未み

ぞ

う
曾
有
の
大
災
害
は
、
今
も
な
お
岩
手

県
、
宮
城
県
、
福
島
県
な
ど
東
北
地
方
を
中
心
に

深
い
傷
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。
石
川
県
で
は
、
被

災
者
や
影
響
を
受
け
た
県
内
企
業
な
ど
の
支
援
を

急
ぐ
と
と
も
に
、
大
震
災
を
教
訓
に
、
よ
り
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
防
災
体

制
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲ 地震発生当初、県防災ヘリも被災地で救命活動を行いました

津波で大量に流されてきた泥の撤去作業を行う石川県のボランティア隊

大震災から４カ月
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■シリーズ  

いしかわのお楽しみスポット
夏の白山（白山市）

表紙について

白山（標高２７０２ｍ）は８月３１日まで
の夏山シーズン、多くの登山愛好家や家
族連れでにぎわいます。白山には、クロ
ユリやハクサンコザクラなどの高山植物
をはじめ、見どころがいっぱい。７月中
旬から８月中旬までは、自然解説員が白
山室堂と南竜ヶ馬場に常駐し、白山の豊
かな自然について教えてくれます。また、
白山では国の特別天然記念物ニホンライ
チョウが３年連続で発見されており、運
がよければ出会うことができるかもしれ
ません。もちろん、登山時はゴミの持ち
帰りや立ち入り禁止区域の遵守など、登
山マナーはしっかりと守ってくださいね。
いしかわ動物園に完成した新施設「ライ
チョウの峰」（10Ｐで紹介）では、ニホン
ライチョウの近縁種であるスバールバル
ライチョウに会うことができますよ。

表紙イラスト制作／アマヤギドウジュン（金沢市在住）
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防災 対策の強化へ
・安心の確保
対策の強化へ
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▲ メールマガジンでは温泉地（写真）などに
　スポットを当てた情報を配信

◀7月4日、地域防災計画（震災対
策編）の見直しに向け、第1回震
災対策部会を開催しました

北
な
ど
の
事
業
所
が

大
き
な
被
害
を
受
け

た
ほ
か
、
取
引
先
が
被

災
し
た
り
、
風
評
被
害

に
よ
っ
て
売
上
高
が

減
少
し
た
り
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
企
業
に
影
響
が
表

れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
れ
ら
の

問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
中
小
企
業
の
資
金

繰
り
の
支
援
を
目
的

に
融
資
枠
50
億
円
の

「
東
日
本
大
震
災
対
策

融
資
」
を
新
た
に
設
置

し
、
中
小
企
業
の
資
金

繰
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

  

津
波
に
備
え
、

  

防
災
計
画
を
見
直
し

　

東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
が
広

が
っ
た
背
景
に
は
、
従
来
の
予
想
を
上
回

る
津
波
が
あ
り
ま
し
た
。万
が
一
の
際
も
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
迅
速
・
的
確
な
避
難
が

で
き
る
よ
う
、
県
や
関
係
機
関
な
ど
で
構

成
す
る
県
防
災
会
議（
会
長
：
谷
本
知
事
）

で
は
5
月
、
専
門
家
な
ど
で
構
成
す
る
常

設
の
震
災
対
策
部
会
を
設
置
し
、今
後
、同

部
会
を
中
心
に
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

   

大
手
旅
行
サ
イ
ト
を
活
用
し

   

三
大
都
市
圏
に
ア
ピ
ー
ル

　

自
粛
ム
ー
ド
の
広
が
り
か
ら
一
時
、
大

き
く
冷
え
込
ん
だ
国
内
旅
行
客
の
誘
客
も

重
要
な
柱
の
一
つ
で
す
。

　

４
月
、
５
月
に
は
大
手
旅
行
予
約
サ
イ

ト
を
活
用
し
て
、北
陸
３
県
や
関
西
、中
京

圏
に
住
む
会
員
約
58
万
人
に
、
県
内
の
主

な
観
光
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ニ
ュ
ー

ス
を
盛
り
込
ん
だ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
配

信
し
ま
し
た
。県
で
は
、大
手
旅
行
予
約
サ

イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
の
バ
ナ
ー
広
告

の
掲
載
や
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
数

を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
三
大
都
市
圏
を

中
心
に
石
川
県
の
観
光
情
報
を
積
極
的
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

   

融
資
枠
50
億
円

   

震
災
対
策
融
資
を
新
設

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
県
内
企
業
の
東

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
を
受

け
、
想
定
さ
れ
る
地
震
や
津
波
の
規
模
に

つ
い
て
、
改
め
て
専
門
家
の
意
見
を
い
た

だ
き
、
平
成
７
年
度
に
作
成
し
た
浸
水
想

定
区
域
図
を
見
直
し
ま
す
。

　

新
し
い
区
域
図
は
、
従
来
よ
り
縮
尺
を

大
き
く
す
る
と
と
も
に
、
地
震
発
生
か
ら

の
時
間
ご
と
の
浸
水
範
囲
や
地
点
ご
と
の

浸
水
の
深
さ
を
表
示
す
る
な
ど
、
住
民
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う

工
夫
し
、
県
内
市
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
を
支
援
し
ま
す
。

　

同
時
に
、
こ
れ
ま
で
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
低
か
っ
た
津
波
に
対
す
る

県
民
の
意
識
向
上
に
向
け
、金

沢
市
と
輪
島
市
で「
県
民
津
波

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。専
門

家
に
よ
る
基
調
講
演
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
通
し
て
、津
波
の
知
識
や
避

難
方
法
な
ど
を
広
く
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

【融資対象】
❶東日本大震災により、直接被害を受けたもの
❷東日本大震災の被災区域内に事業所のある中小企業
で、震災後3カ月間の売上高等が前年同期比で10％以
上減少しているもの
❸東日本大震災の被災事業者との取引により、震災後3カ
月間の売上高等が前年同期比で10％以上減少している
もの
❹東日本大震災に起因した風評被害などによって、震災後3
カ月間の売上高等が前年同期比で15％以上減少している
もの

【融資条件】
● 限度額／8,000万円
● 利率／1.0％
● 融資期間／設備資金10年以内（うち据置期間2年以内）
　　　　　　 運転資金7年以内（うち据置期間2年以内）

【信用保証】
　必須（東日本大震災復興緊急保証）

東日本大震災対策融資

●問い合わせ先
県経営支援課金融グループ  TEL 076（225）1522
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▶加賀から能登ま
で自転車で巡っ
た台湾からのサ
イクリングツア
ー（6月）の様子

▲日台観光サミットに
は台湾の観光業界の
キーパーソンが多数
参加しました

大
震
災
や
そ
れ
に
伴
う
原
発
事

故
の
風
評
被
害
に
よ
り
、前
年
比

91
％
減
と
な
る
約
２
千
人
に
ま

で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　

現
在
は
回
復
傾
向
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、県
で
は
東
ア
ジ
ア
を

中
心
に
誘
客
の
て
こ
入
れ
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
６
月
に
は
、

金
沢
市
で
「
日
台
観
光
サ
ミ
ッ

ト
」
を
開
催
。
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、

日
本
と
台
湾
の
観
光
関
係
者
が

交
流
促
進
を
目
的
に
平
成
20
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、県

内
へ
の
観
光
客
数
が
も
っ
と
も
多
い
台
湾

の
旅
行
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
の
関
係
者

に
石
川
県
の
観
光
の
魅
力
と
安
全
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
は
、
谷
本
知
事
を
団
長
と
し
た

中
部
広
域
観
光
推
進
協
議
会
の
訪
問
団
が

上
海
と
香
港
を
訪
れ
、
観
光
セ
ミ
ナ
ー
を

  

中
国
・
台
湾
に

  

知
事
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
は
、
石
川
県
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
も
及
ん
で
い
ま

す
。特
に
、海
外
か
ら
の
観
光
客
に
つ
い
て

は
、
来
県
者
数
の
目
安
と
な
る
兼
六
園
へ

の
外
国
人
入
り
込
み
客
数
が
今
年
４
月
、

▲ 海外メディアを招き、県内観光地の魅力をアピール

開
く
な
ど
海
外
誘
客
促
進
に
取
り
組
み
ま

し
た
。さ
ら
に
、こ
の
機
会
を
利
用
し
て
南

京
と
台
湾
で
県
独
自
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
展
開
し
、観
光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
や
欧
米
か
ら
海
外
メ
デ

ィ
ア
を
招
き
、
石
川
県
の
安
全
性
や
観
光

地
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
内
で
の
勤
務
経
験
の
あ
る
国
際

交
流
員
や
県
と
関
係
の
深
い
外
国
人
な
ど
を

海
外
版
い
し
か
わ
観
光
特
使
に
任
命
し
、
口

コ
ミ
の
力
を
生
か
し
た
誘
客
策
に
も
力
を
注

ぎ
、
海
外
誘
客
の
回
復
や
一
層
の
掘
り
起
こ

し
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
を
中
心
に

石
川
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
へ
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穴
水
町
に

   

復
興
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
完
成

　

石
川
県
が
防
災
力
の
一
層
の
向
上
を
目

指
す
契
機
と
な
っ
た
の
が
平
成
19
年
３
月

の
能
登
半
島
地
震
で
す
。
発
生
か
ら
４
年

が
た
ち
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
能
登
地

区
で
は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
や
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
復
旧
が
完
了
し
、現
在
、地
域
の

活
性
化
に
向
け
た
本
格
的
な
復
興
に
軸
足

を
移
し
て
い 

ま
す
。

　

穴
水
町
で
は
、
昨
年
10
月
に
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と
な
る
「
都
市
計
画
道
路

大
町
通
り
線
」が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
中
心
商
店
街
と
穴
水
駅
が
結
ば
れ
、

伝
統
的
な
黒
瓦
屋
根
と
下し
た
み
い
た

見
板
張
り
の
家

屋
が
立
ち
並
ぶ
町
並
み
の
再
生
を
後
押
し

し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。
輪
島
市
で
も
、道
路
の
拡

幅
に
合
わ
せ
て
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
な

ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

穴水町では町や商店街など官民連携で
の復興を目指し、平成19年に穴水町ま
ちなか再生協議会を結成しました。同
協議会会長の吉村多作さんに復興の取
り組みを聞きました。

復
興
基
金
を
延
長

持
続
的
な
復
興
を
後
押
し

　

も
ち
ろ
ん
、ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、ソ
フ

ト
の
充
実
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
県
で
は
能

登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
財
源
と
し
て
、

4
年
前
に
能
登
半
島
地
震
復
興
基
金
を
創

設
。
今
年
度
末
で
終
了
す
る
予
定
だ
っ
た

基
金
の
事
業
期
間
を
、
復
興
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
５

年
間
延
長
し
ま
し
た
。

　

同
基
金
で
は
運
用
益
を
生
か
し
、
大
都

市
圏
と
の
交
流
促
進
や
能
登
の
新
た
な

魅
力
の
創
出
な
ど
、
効
果
的
な
地
域
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
能
登

地
域
か
ら
８
つ
の
取
り
組
み
を
認
定
し

ま
し
た
。
県
で
は
こ
の
ほ
か
、
夏
の
恒
例

行
事
と
し
て
定
着
し
た
「
能
登
ふ
る
さ
と

博
」
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
さ
ら
な
る

能
登
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　穴水町まちなか再生協議会で
は、さまざまな視点から町の復興に
取り組んでいて、中心商店街につな
がるシンボルロードの整備に加え、
今秋には防災センターが完成しま
す。センターは図書館や公民館など
を備えた交流拠点で、緊急時には
避難場所としても利用できます。
　ソフト面では若いメンバーの意
見を積極的に取り入れ、町中心部

を流れる川をカヌーやボートなどで
巡ったり、中心商店街で毎月、イベ
ントを開いたりしています。8月27
日には、商店街で復興イベント「メ
モリアルカフェ・ローエル325」を開
催します。川沿いをキャンドルが彩
るロマンチックな空間で多彩な企
画を用意しています。皆さん、地域
づくりが進む穴水町に遊びに来て
ください。

吉村多
た さ く

作さん

穴水町まちなか再生協議会会長

▶ 能登の復興を目指す能
登ふるさと博を、今年
も能登全体を会場に
開催しています

▲ 穴水駅と商店街を結ぶ復興シンボルロード
　「都市計画道路大町通り線」の開通式

▶ 中心商店街で毎月、復興イベント開催

能登半島地震から4年
復興に向け、
元気な地域づくりを支援

◆インタビュー◆インタビュー
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東日本大震災のような大災害に備えて、普段から私たちが心がけておく
ことは何か――。防災・復興の権威で、県災害危機管理アドバイザーを
務める関西学院大学教授・室﨑益輝さんにインタビューしました。

  「日本海側は津波が来ない」。
その油断こそが危険を招く
　災害への備えをしておくことの大
切さは皆さん、十分にご存知と思いま
す。しかし、実際は「リスク」と「対策
にかかる手間やお金」を天

てんびん

秤にかけ、
備えを怠っている人が少なくありませ
ん。また、「日本海側に大きな津波は
来ない」などと勝手に思い込んではい

ないでしょうか。
　その油断こそが命を脅かす危険につ
ながります。人類はわずか数千年の歴
史しかなく、いつ過去に例のない災害
に襲われても不思議ではないのです。
　具体的には、まず食料や水、薬、防
寒具など自立・自活できる備えをして
おいてください。広範囲に及ぶ災害で
は援助が遅れることも十分に考えられ
ます。少なくとも１週間分は確保してお

いた方がいいでしょう。
　また、地域のコミュニティを強くした
り、お互いに被災しないように離れた
自治体と防災協定を結んだりすること
も大切です。いつ起こるか分からない
災害に不安なく立ち向かえるよう、最
悪のケースを想定して周到な準備を心
がけてください。

   

地
域
防
災
の
要

   

防
災
士
の
育
成
を
強
化

　

災
害
に
強
い
石
川
を
築
く
に
は
、
地
域

防
災
力
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
中

心
的
な
役
割
を
担
う
の
が
、
自
主
防
災
組

織
で
す
。地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、日

ご
ろ
か
ら
避
難
訓
練
や
消
火
訓
練
を
行
う

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
防
災
の
担
い

手
と
し
て
、
災
害
発
生
初
期
に
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
す
。県
で
は
、市
町
と
連
携
し

て
平
成
20
年
か
ら
組
織
化
啓
発
研
修
会
を

開
く
な
ど
、
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
組
織
化
を
促
進
す
る
た
め
、

自
主
防
災
組
織
で
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て

い
る
方
６
人
を
自
主
防
災
組
織
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
委
嘱
。ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
今
後
、
自

主
防
災
組
織
設
置
を
目
指
す
町
内
会
の
研

修
会
で
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
組
織
化
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　
並
行
し
て
、
結
成
し
た
自
主
防
災
組
織
の

強
化
も
、
防
災
力
向
上
に
は
欠
か
せ
な
い
課

題
で
す
。県
で
は
、防
災
の
意
識
・
知
能
・
技

能
を
持
ち
組
織
を
指
導

す
る
防
災
士
を
育
成
す

る
た
め
、
市
町
と
と
も
に

平
成
20
年
か
ら
養
成
講

座
を
実
施
し
、
今
年
度
は

現
在
の
１
千
１
０
０
人
か

ら
１
千
４
０
０
人
ま
で
増

や
す
計
画
で
す
。今
秋
に

は
自
主
防
災
組
織
の
交

流
大
会
も
予
定
し
、
技
能

向
上
や
組
織
間
の
連
携

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

 

県
水
送
水
管
の

 

耐
震
化
工
事
に
着
手

　

大
規
模
災
害
に
耐
え
ら
れ
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
、県
で
は
平
成

22
年
度
か
ら
県
水
送
水
管
の
耐
震
化
工

事
を
始
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、
七
尾
市

以
南
の
７
市
５
町
に
供
給
す
る
県
営
水

道
用
水
の
既
設
送
水
管
と
は
別
ル
ー
ト

で
約
１
３
０
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
耐
震
管

を
敷
設
し
2
系
統
化
す
る
も
の
で
、１
系

統
に
不
具
合
が
生
じ
て
も
送
水
で
き
る

体
制
を
整
え
ま
す
。

　

約
20
年
間
か
け
て
整
備
し
て
い
く
大

事
業
で
、平
成
31
年
度
を
完
成
年
度
と
す

る
第
１
期
で
は
、河
北
潟
や
邑
知
潟
周
辺

な
ど
地
盤
の
弱
い
地
域
や
被
災
時
に
被

害
の
大
き
な
区
間
な
ど
を
優
先
的
に
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

関西学院大学教授・県災害危機管理アドバイザー　室﨑益
よ し て る

輝さん

自
主
防
災
組
織
の

結
成
を
促
進

七尾市能登島
須曽供給点

宝達志水町森本供給点

邑知潟

赤浦潟

河北潟

木場潟

金沢調整池

津幡調整池内灘町供給点

加賀市供給点

鶴来浄水場辰口
調整池

既設送水管

供給点

計画送水管
1期

2期

県水送水管の耐震化計画

▲ 防災士の養成講座では、グループワークなど実践的な学びを展開

インタ
ビュー



七尾

和倉温泉

穴水IC

輪島道路

輪島港

能登有料
道路

越の原IC

横田IC

徳田大津IC
徳田大津
JCT 田鶴浜IC

西山IC

上棚
矢駄IC

柳田IC

千里浜IC

249

249

160

159

能登空港
能登空港IC

門前道路

珠洲道路

能越自動車道

富来観光ガイド又
またじ

次の会
西浦眞里恵さん

「慶長13（1608）年建造の日本最古の
木造灯台で、昭和25（1950）年まで実
際に使用していました。ほかにも福浦
の港には名所がいろいろ。私たちガイ
ドが案内しますよ」

能登上布振興協議会会長

正
まさたに

谷 博さん

「能登上布の原料となる麻は野山に生
える苧

ちょま

麻という植物から作られ、まさ
に里山の恵みが生んだ伝統工芸です。
町の能登上布会館では、上布の機

はた

織り
体験ができます」

七尾市石崎町公民館館長
野崎長

ちょうかず

和さん

 「石崎奉燈祭は漁師町である石崎町が
大漁を祈願して行うものです。この祭
りがあるから地元に残る若者が多く、
地域の絆を象徴する祭りです」

漁師　遠藤 勇さん

「波穏やかな内海だからこそ、やぐら
の上からボラを確認でき、それを待っ
て網を引く独特のボラ待ち漁が発展し
たと思います。今はやぐらを保存し、
その歴史を引き継いでいます」

浜士　角
かくはな

花 豊さん

「海岸からくみ上げた海水を
使い、揚げ浜式製塩に取り組
むのは全国でもここだけ。手
間も時間もかかりますが、奥
能登の里海だからできる海塩
を家族4人で作っています」

実行委員  多田喜一郎さん

「能登町宮地・鮭尾地区は昔なが
らの白壁・黒瓦の民家と田畑から
なる光景が広がります。農家民宿
に宿泊し、田植えや収穫、炭焼き、
川遊びなど、里山の暮らしを体験
できますよ」

千枚田景勝保存会会長  田中 喜
き よ し

義さん

「海岸に向かって小さな田が幾何学模様を描
く千枚田は、能登の里山里海を代表する景観
ではないでしょうか。マイ田んぼとして管理
できるオーナー制度も実施しています」

珠洲市
揚げ浜塩田

七尾市
石崎奉

ほうとうまつり
燈祭

志賀町
旧福

ふ く ら
浦灯台

中能登町
能登上

じょうふ
布

能登町
春
しゅんらん
蘭の里

輪島市
白
しろよね
米千枚田

穴水町
ボラ待ちやぐら

神子の里社長　松本政文さん

「富山との県境に近い神子原地区は、棚田
の美しい田園風景が広がっています。神子
の里運営の直売所では、米や神子原くわい
といった野菜、山菜など地元の幸を数多く
販売しています」

羽咋市
神
み こ は ら
子原地区

3

4

1

3

5

4

6

7

8

65

7

8

2

2
1

！
里山里海を見

に行こう！ををを
この夏おすすめ

の里山里海スポ
ットを紹介しま

す。

この夏おすすめ
の里山里海スポ

ットを紹介しま
す。

9

世界農業遺産

▲ 認定を受け、６月１７日に「能登の里山里海」世界農業遺
産認定オープニングイベントを開催。同日、「世界農業遺
産活用実行委員会」を設立しました

次の

され

ろん、県全

　6月11日、「能登の里山里海（羽咋市以北４市４

町）」が、「トキと共生する佐渡の里山（佐渡市）」

とともに、国連食糧農業機関（FAO）により、国

内だけでなく、先進国としても初めて世界農業遺

産（GIAHS）に認定されました。今回の認定は、

農林水産業や暮らしの中で育まれてきた能登の自

然、文化、景観などが、次の世代に引き継ぐべき素

晴らしい財産として、世界的に高く評価されたもの

です。

　県では6月17日、羽咋市以北の４市４町や関係団

体と里山里海を元気にする推進役として、「世界農

業遺産活用実行委員会」を設立しました。同委員

会では、地域資源を掘り起こし、磨きをかけ、里山

里海の魅力を発信していくことで、交流人口の拡大

や、里山里海の地域資源を活用した生業（なりわ

い）の創出を目指していきます。

　さらに、今年度に創設した里山創成ファンドでも

生業の創出を支援するなど、各市町と連携し、企業

や団体、県民の皆さまの参加をいただきながら、里

山里海を元気にする取り組みを進め、能登はもち

ろん、県全体の活性化につなげていきます。

● 問い合わせ
県里山創成室　ＴＥＬ076（225）1478
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館内に入ると、頭上から雪！子どもたちの人気を集めて
います

エントラ
ンス

導
き
ま
す
。
真
夏
で
も
20
度
以
下

に
保
た
れ
た
館
内
は
、
ひ
ん
や
り

と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
、
ハ
イ
マ

ツ
な
ど
の
高
山
植
物
を
見
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
館
内
は
ガ
ラ
ス
ド
ー
ム

を
設
け
、
ト
ン
ネ
ル
内
を
歩
き
な

が
ら
、
ス
バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ
チ
ョ

ウ
が
エ
サ
を
つ
い
ば
ん
だ
り
、
元

気
に
遊
ん
だ
り
す
る
姿
を
間
近
に

観
察
で
き
ま
す
。

　

ス
バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の

飼
育
展
示
は
、
絶
滅
の
危
機
に
あ

る
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
将
来
的

な
保
護
と
繁
殖
技
術
の
習
得
を
目

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
峰
」
は
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
施
設

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
か
な
う
な

ど
、
エ
コ
へ
の
取
り
組
み
も
推
進

し
て
い
ま
す
。
い
し
か
わ
動
物
園

で
は
、
こ
の
新
施
設
を
通
し
て
来

園
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
ニ
ホ

ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
生
息
す
る
高
山

帯
の
自
然
環
境
の
保
護
や
地
球
温

暖
化
防
止
に
つ
い
て
考
え
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ コ に 注 目 ！

さまざまな視点から観察できるようのぞき窓を設置
ライ 

●問い合わせ

いしかわ動物園
能美市徳山町600　TEL 0761（51）8500

ホームページ www.ishikawazoo.jp/

開園時間　午前9:00～午後5:00
　　　　　（11月～3月は～午後4:30）

休園　　　火曜（7月20日～8月31日は無休）

料金　　　一般810円
　　　　　 3歳以上中学生以下400円

保
護
と
繁
殖
技
術
の

習
得
を
目
指
し
て

自然育すうにチャレンジ
9羽は元気に成長中

　4月～5月にかけて、いしか
わ動物園で分散飼育に取り組む
国の特別天然記念物トキのつが
い2組から計9羽のヒナが生ま
れました。分散飼育がスタート
した昨年に続いてヒナが誕生し
たことになり、さらに、今年か
らは親鳥のもとで育てる「自然
育すう」の取り組みも始まりま
した。4羽（つがい2組に2羽ず
つ）を巣に戻したところ、ヒナ
をかいがいしく世話する親鳥の
姿が見られ、6月には無事、巣
立ちを迎えました。自然育すう
で成長したトキは放鳥後、つが
いとなる可能性が高いと言われ
ています。
　分散飼育中のトキは、動物園
の動物学習センター内にあるト
キ展示・映像コーナーで見られ
ます。すくすく元気に成長中の
ヒナたちの姿を、ぜひご覧くだ
さい。

生後5日、7 日目
（5月8日撮影）

生後31日、33日目
（6月3日撮影）

巣立ちしたヒナ
（6月5日撮影）

3方向をガラスに囲まれ、いろいろな角度からスバール
バルライチョウの姿を見られます

ガラスドーム

のぞき窓

トキ分散飼育ニュース

あつ～い　 2000

▲大型パネルを設置したトキ展示・映像コーナー

写真提供:環境省

楽しくライチョウの生態を学べます

11

Q.ライチョウってどんな鳥？

チョウの峰にようこそ
 

「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
峰
」
で
展
示

す
る
の
は
、
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
近
縁
種
ス
バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
雄
4
羽
で
す
。
こ
れ
は

昨
年
11
月
と
今
年
３
月
に
上
野
動

物
園
な
ど
か
ら
移
送
さ
れ
た
も
の

で
、
い
し
か
わ
動
物
園
は
、
国
内

５
カ
所
目
の
ス
バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
飼
育
地
と
な
り
ま
す
。

　

山
小
屋
風
の
デ
ザ
イ
ン
が
印
象

的
な
施
設
は
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
快

適
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
白
山
の

高
山
帯
を
再
現
。
館
内
に
入
る

と
、
頭
上
か
ら
雪
が
舞
い
、
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
す
む
高
山
帯
の
世
界
に

国
内
５
カ
所
目
の

飼
育
地
に

元
気
に
遊
ぶ
様
子
を

間
近
で
観
察

　ニホンライチョウは、北アルプスなどに生息し、
夏は褐色、冬は純白へと羽毛が生え替わるのが特徴
です。個体数はこの20数年間で3000羽から1700羽
に激減し、将来、地球温暖化などの影響により、絶
滅してしまう恐れがあります。
　いしかわ動物園で飼育するスバー
ルバルライチョウは、ノルウェーに
生息する世界で最も大型の亜種で
す。多くの方にライチョウや高山
帯の魅力、大切さ、危うさを
知っていただきたい
と思います。

いしかわ動物園だより
ISHIKAWA ZOO  I n fo rmat i on

夏にはひんやり標高20002000メートル超の世界へ!

６
月
、
平
成
21
年
に
白
山
で
約
70
年
ぶ
り
に
発
見
さ
れ
た
国
の
特
別
天

然
記
念
物
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
と
同
じ
個
体
と
見
ら
れ
る
雌
１
羽
が
再

び
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
い
し
か
わ
動
物
園
で
は
４
月
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
生
息
環
境
を
再
現
し
た
新
施
設
「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
峰
」
が
オ
ー
プ
ン

し
、
来
園
者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

A.地球温暖化で絶滅の危機に

いしかわ動物園 園長

美
み ま

馬秀夫さん

 今は夏
なつばね

羽に
なってるよ！
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今
秋
放
送
予
定
の
連
続
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
『
花
嫁
の
れ
ん
2（
仮
）』
は
、

金
沢
の
老
舗
旅
館
を
舞
台
に
し
た

ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
で
す
。間
も
な
く
撮

影
が
始
ま
る
主
演
の
羽
田
美
智
子

さ
ん
に
、お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

  『
花
嫁
の
れ
ん
』は
、老
舗
旅
館「
か

ぐ
ら
や
」
に
嫁
い
だ
元
キ
ャ
リ
ア

ウ
ー
マ
ン
が
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
姑

の
も
と
で
女
将
修
行
に
奮
闘
す
る

姿
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
描
い
た

ド
ラ
マ
で
す
。
野
際
陽
子
さ
ん
演
じ

る
女
将
・
志
乃
と
の
間
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
嫁
姑
バ
ト
ル
が
見
ど
こ
ろ

で
、
私
は
嫁
の
奈
緒
子
役
を
務
め
て

い
ま
す
。

　

石
川
県
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
婚

礼
行
事
の
花
嫁
の
れ
ん
を
く
ぐ
っ

て
い
な
い
奈
緒
子
を
嫁
と
し
て
認

め
な
い
志
乃
。
そ
の
志
乃
の
孫
の
瑠

璃
子
は
、
好
き
な
人
と
一
緒
に
な
る

た
め
、
働
い
て
い
た
老
舗
旅
館
を
飛

び
出
し
て
い
く
。
ド
ラ
マ
は
３
世

代
の
女
性
を
中
心
に
描
い
て
い
て
、

き
っ
と
若
い
方
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
舞
台
と
な
る「
か
ぐ
ら

や
」で
は
、
お
客
様
に
”心
の
宝
“
と

な
る
よ
う
な
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら

え
る
接
客
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
ド
ラ
マ
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で

あ
る
”お
も
て
な
し
の
心
“を
、
実
は

石
川
県
へ
来
る
度
に
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
秋
に
行
っ
た
前
作
の

石
川
ロ
ケ
で
は
、
地
元
の
人
と
の
ふ

れ
あ
い
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ロ
ケ

場
所
の
近
く
に
住
む
人
が
自
家
製
の

ジ
ュ
ー
ス
を
差
し
入
れ
て
く
れ
た

り
、
撮
影
場
所
と
な
っ
た
醤
油
店
の

はだ・みちこ　1968年茨城県水海道市（現常総市）生まれ。88年にデビュー
し、94年公開の映画『RAMPO』で日本アカデミー賞新人俳優賞、エランドー
ル賞新人賞を獲得し、95年映画『人でなしの恋』で日本アカデミー賞優秀
主演女優賞を受賞。また、京都通としても知られ、『私のみつけた京都ある
き』、『私のしあわせ京都あるき』（共に集英社刊）が著書にある。現在放送中
の『新・警視庁捜査一課９係Season3』に小宮山志保役として出演中。2002
年NHK大河ドラマ『利家とまつ』で利家の弟佐脇良之の妻ゆう役を演じた。

石川ロケの思い出は石川ロケの思い出は
大切大切な“心の心の宝”

ご
主
人
が
体
調
を
崩
し
た
私
の
た
め

に
お
か
ゆ
を
用
意
し
て
く
れ
た
り
し

ま
し
た
。

　

石
川
県
の
方
は
一
見
シ
ャ
イ
な
の

で
す
が
、
心
を
開
く
と
本
当
に
優
し

い
方
ば
か
り
。
宿
泊
先
の
金
沢
や
和

倉
温
泉
の
女
将
さ
ん
か
ら
も
、
接
客

時
の
心
構
え
な
ど
の
貴
重
な
お
話
を

う
か
が
い
、
役
作
り
を
す
る
上
で
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、加
賀
友
禅
や
九
谷
焼
と

い
っ
た
伝
統
工
芸
、
情
緒
あ
る
茶
屋

街
、
活
気
あ
ふ
れ
る
近
江
町
市
場
な

ど
、石
川
県
は
数
え
上
げ
た
ら
切
り
が

な
い
ほ
ど
の
魅
力
が
あ
り
、旅
好
き
な

私
の
中
で
も
お
気
に
入
り
の
場
所
の

一
つ
で
す
。
平
成
26
年
度
に
は
北
陸

新
幹
線
の
金
沢
開
業
が
予
定
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
、石
川
県
が
も
っ
と
身
近

に
な
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
の
秋
に
は
、『
花
嫁
の

れ
ん
』の
撮
影
で
再
び
石
川
県
を
訪
れ

る
予
定
で
す
。「
今
回
は
ど
ん
な
心
の

宝
が
増
え
る
の
だ
ろ
う
」と
、
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

女 優

羽田美智子さん

女
将
修
行
に
奮
闘

”お
も
て
な
し
の
心
“が
魅
力

インタビュー

ひがし茶屋街で撮影した『花嫁のれん』のワン
シーン

13 12

smile 石川のボランティア
　

福
祉
や
環
境
、文
化
、教
育
、国
際
協
力
な

ど
、県
内
で
は
、多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
目

的
に
、
県
で
は
、
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
あ
い
む
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

4
月
に
、
広
坂
庁
舎
か
ら
香
林
坊
ラ
モ
ー

ダ
に
移
転
し
た
「
あ
い
む
」
に
は
、打
ち
合
わ

せ
な
ど
に
使
う
交
流
ス
ペ
ー
ス
、会
議
や
勉
強

会
な
ど
に
貸
し
出
し

て
い
る
会
議
室
、
印

刷
機
や
紙
折
り
機
を

そ
ろ
え
た
作
業
室
な

ど
が
あ
り
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
活
動
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
情

報
の
発
信
や
収
集
な
ど
に
と
て
も
便
利
で
す
。

　

さ
ら
に
、
セ
ン
タ
ー
に
は
職
員
が
常
駐
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
開
設
か
ら
10
周
年
を
迎
え
た
「
あ

い
む
」
で
は
、
新
た
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
決

定
し
ま
し
た
。
拳

を
あ
げ
て
、
自
ら

の
意
志
を
持
っ
て

行
動
す
る
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
の
よ

う
に
、
楽
し
く
元

気
な
活
動
の
輪
を
、

県
内
に
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
県
民
と
企
業
の
皆
様
か
ら
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
た
く
さ

ん
の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
場
を
か
り
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
４
月
、
義
援
金
の
贈
呈
や
石
川
県
か
ら
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
激
励
な
ど
で

宮
城
県
を
回
り
ま
し
た
が
、惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。自

然
の
前
で
は
、人
間
も
、人
間
が
造
り
出
し
た
も
の
も
い
か
に
も
ろ
く
、一
方
、普
通
に
暮
ら

す
こ
と
が
い
か
に
尊
い
か
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

　

風
光
明め
い
び媚
な
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
と
あ
る
島
で
は
、大
津
波
が
襲
っ
た
も
の
の
、人
的
被
害

は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
理
由
は
、
島
民
が
助
け
合
い
な
が
ら
、
お
年
寄
り
や
寝
た
き

り
の
人
が
い
る
家
を
一
軒
ず
つ
確
認
し
て
、
い
ち
早
く
高
台
に
避
難
し
た
か
ら
と
聞
き
ま

し
た
。能
登
半
島
地
震
の
際
も
、
地
域
の
強
い
絆
の
お
か
げ
で
、
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、人
知
を
超
え
た
災
害
ほ
ど
、地
域
の
絆
が
生
命
を
守
る
カ

ギ
で
あ
る
こ
と
を
、あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　

未み

ぞ

う
曾
有
の
被
害
を
出
し
た
今
回
の
地
震
と
津
波
を
踏

ま
え
て
、
県
で
は
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。特
に
津
波
対
策
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
浸
水
想
定
区
域
図
の
精
度
を
さ
ら
に
高
め
、
市
町
ご
と
に
作
成
す
る
避
難
場
所
や
避

難
経
路
な
ど
を
知
ら
せ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
活
用
し
て
も
ら
う
計
画
で
す
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
、
自
然
災
害
か
ら
地
域
の
安
全
を
守
る
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
期
待
さ

れ
る
防
災
士
の
養
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
石
川
県
は
人
口
当
た
り
の
防
災
士
の
数
が
全
国

第
３
位
で
す
が
、
現
在
の
約
１
千
１
０
０
人
か
ら
１
千
４
０
０
人
に
ま
で
増
や
す
こ
と
で
、

よ
り
安
心・安
全
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
刻
を
争
う
自
然
災
害
で
は
、地
域
ぐ
る
み
で
安
否
確
認
や
避
難
、誘
導
を
行
う｢

共
助｣

や
行
政
の｢

公
助｣

が
重
要
で
す
。そ
し
て
、
災
害
発
生
時
に
最
初
に
必
要
な
の
は
、
自
分
自

身
や
家
族
を
守
る「
自
助
」の
力
で
す
。皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、ま
ず
身
の
回
り
の
点
検
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

広
坂
庁
舎
か
ら
香
林
坊
へ
移
転

NPO・ボランティア
団体の活動を
サポート

人
知
を
超
え
た
災
害
ほ
ど

地
域
の
絆
が
カ
ギ
に
な
る

県NPO
活動支援センター

あいむ
（金沢市）

県内のNPO・ボランティア団体が訪れる「あいむ」。
土・日曜も開館しています

●問い合わせ

県NPO活動支援センター「あいむ」
金沢市香林坊2丁目4番30号 香林坊ラモーダ7階
TEL 076（223）9558/FAX 076（223）9559
ホームページ　www.ishikawa-npo.jp
Eメール  npo@pref.ishikawa.lg.jp
開館時間 午前9:00～午後9:00（土・日曜は～午後5:00まで）
休館日 月曜、祝日、年末年始
※駐車場は香林坊地下駐車場をご利用ください。1時間の割引サービス券を交付します。

ィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
軽作業も行えます

シンボルマークは
一般からの公募で決定
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能
登
半
島
の
先
端
に
あ

る
「
狼
煙
」
は
、
今
年
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
１
日

４
５
０
０
人
も
の
観
光
客
が

訪
れ
た
と
い
う
大
人
気
の
道

の
駅
で
す
。

　

お
目
当
て
は
、幻
の
大
豆
と
呼
ば

れ
る
地
元
特
産
・
大
浜
大
豆
を
使
っ

た
商
品
の
数
々
。豆
乳
ソ
フ
ト
や
お

か
ら
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
、
中
で
も
、
駅
で
毎
朝

手
作
り
し
て
い
る
豆
腐
は
午
前
中

で
売
り
切
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な

い
大
ヒ
ッ
ト
商
品
で
す
。
濃
厚
な

甘
み
が
特
徴
で
、駅
長
の
新
弘
之
さ

ん
も「
お
ぼ
ろ
豆
腐
は
醤
油
で
は
な

く
、
塩
を
か
け
、
そ
の
も
の
の
味
を

お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
」と
、
胸

を
張
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、朝
ど
れ
の
野
菜
や
海

産
物
な
ど
も
め
じ
ろ
押
し
。魅
力
満

載
の
駅
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

狼煙輪島道路

能登有料
道路

珠洲道路

穴水 IC
能登空港能登空港

珠洲市役所
輪島市

能越自動車道

能登半島の最先端にある道の駅

地元特産・大浜大豆を
使った商品は売り切れ御免

人気商品を紹介します

DATA

道の駅　狼煙
珠洲市狼煙町テ部11
TEL 0768（86）2525
ホームページ  www.noroshi.co.jp/
 営 直売所／午前8:30～午後5:00
 休  年末年始
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道の駅
シリーズ

狼
の ろ し

煙

奥能登のおいしい魅力が盛りだくさん

明治時代に建てられた白亜
の灯台が印象的な禄剛埼。
展望台からは180度の大パ
ノラマで雄大な日本海が広
がります。海から昇る朝日と、
海に沈む夕日を眺められる
スポットとしても知られてい
ます。

禄
ろ っ こ う ざ き

剛埼 体験教室

道の駅「狼煙」では、
豆腐作り（3人以上、
800円）や石臼での
きな粉ひき（100円）
など、さまざまな体
験教室を実施してい
ます。当日予約もで
きますので、ぜひご
利用ください。

（珠洲市）

新発売の
おからコロッケも人気。
能登の海藻入りですよ

道の駅  狼煙駅長
新  弘之さん

おからドーナツ
5個入り400円、1個100円

おぼろ豆腐
1丁350円、カップ200円 豆乳ソフトクリーム  300円

徒歩約3分

ひと足伸ばして行ってみよう！

おからド ナ

商品

フトおぼろ豆腐 豆乳ソフフ

品を紹介します品を紹介します

豆腐 豆乳ソフトクト ム 300円クリークリ

狼 煙
トピックス

15

　

名
前
の
通
り
、
ヘ
タ
の
下
ま
で
紫
色
に

染
ま
る「
ヘ
タ
紫
な
す
」は
、
金
沢
市
が
誇

る
夏
の
加
賀
野
菜
で
す
。

　

５
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
卵
形
を
し

た
ナ
ス
は
色
や
つ
や
の
鮮
や
か
さ
が
特

徴
で
、
薄
い
皮
の
下
に
は
、
柔
ら
か
く
て

甘
い
果
肉
が
た
っ
ぷ
り
。
そ
の
お
い
し
さ

を
つ
く
る
に
は
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
苦

労
も
ひ
と
し
お
で
、
水
の
管
理
や
害
虫
の

駆
除
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
丹
精
し
て
育
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

漬
け
た
り
、
焼
い
た
り
、
煮
た
り
と
さ

ま
ざ
ま
な
調
理
法
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
金
沢
市
で
は
夏
に
欠
か
せ
な
い
郷
土

料
理
ナ
ス
ソ
ー
メ
ン
に
も
よ
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

撮影協力／JA金沢市

金
沢
の
夏
を
代
表
す
る

金
沢
の
夏
を
代
表
す
る

ナ
ス
ソ
ー
メ
ン
に
も
ぜ
ひ

ナ
ス
ソ
ー
メ
ン
に
も
ぜ
ひ

全
身
が
紫
の
加
賀
野
菜

甘
み
の
あ
る

果
肉
が
た
っ
ぷ
り

収
穫
時
期
：
6
月
上
旬
〜
10
月
下
旬

主
な
産
地
：
金
沢
市

ヘ
タ
紫
な
す

29

ヘタ紫なすは、ヘタの先端まで果肉が詰まっています。そこで、今回は
ヘタまで余すことなく味わえるレシピを紹介。作り方は簡単ですが、ナ
スに加え、トマト、キュウリといった夏野菜も乗ったおしゃれなワンス
プーンです。

■ヘタ紫なす ……………………4個
■アンチョビ（フィレ） …………… 4本
■モッツァレラチーズ …………100g
■キュウリ ………………………1/2本
■トマト（小） ………………………2個
■バジル …………………………少々

材料（4人前）

1 ヘタ紫なすはヘタ付きのまま、縦に3等分に。キュウリは1センチ幅、トマトは6等分、アンチョビは
3等分、モッツァレラチーズは一口大に切り分ける。

2 ナスに小麦粉をはたいて、じっくりと両面を焼き上げる。塩コショウで味を整えておく。
3 大きめのスプーンの上に、ナス→アンチョビ→モッツァレラチーズ→キュウリ→トマト→バジルの
順番で盛りつれば出来上がり。ホームパーティーの一品にもぴったりですよ。

作り方

ヘ
・ ・

タはヘ
・ ・

タなりでいいんです！
夏の３大野菜を一口で

へ
た
む
ら
さ
き
な
す



環境保護のため、大豆インクを使用しています。紙は資源です。リサイクルしましょう。
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県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL  076（225）1362　FAX  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
石川県県民交流課　TEL 076（225）1361
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

前略 石川県知事 ふるさと納税

I n f o r m a t i o n

小松・能登空港から海外へ！！
県内の空港を利用した海外への旅がとっても便利。ソウルや上海、台北への定期直行便に加え、成田空港や羽田
空港で乗り継ぐことで、ヨーロッパやアメリカなど、世界各国へもスムーズに行くことができます。

小松空港から直接、ソウル・上
海・台北へ。石川からアジア各国
への最短ルートです。

国内最大93カ国と接続する成田空港で乗り継げ
ば世界がぐっと身近に。乗り継ぎ最短45分！

成田乗り継ぎ小松
空港 羽田乗り継ぎ直行便小松

空港
小松・
能登空港

羽田

羽田空港乗り継ぎで、能登から海外への空の旅
もとっても便利。羽田空港では深夜・早朝便も
多く、時間を有効に利用できます。

●問い合わせ　小松空港協議会　　　　　TEL 076（225）1337　　小松空港ホームページ　www.komatsuairport.jp/
　　　　　 能登空港利用促進協議会　TEL 076（225）1336　　能登空港ホームページ　www.noto-airport.jp/

8月限定
土曜も就航で
週5往復に増便！

小松 ̶ 成田便 1日2便運航

小松 ̶ 羽田便 1日11便運航

能登 ̶ 羽田便 1日2便運航

小松 ̶ ソウル便 月・水・金・土・日運航

小松 ̶ 上海便 月・木・金・日運航

小松 ̶ 台北便 水・土運航

※豪華賞品が抽選で100名様に当たる小松空港開港50周年記念キャンペーン第2弾実施中！詳しくは小松空港ホームページまで


	PPP_Web用_表1
	PPP_Web用_本文
	PPP_Web用_表4

